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研究成果の概要（和文）：SBIR政策に着眼して、その日・米・英の状況をエビデンス・ベースで比較して科学知
を価値に転換するイノベーション戦略に何が必要かを明らかにした。（1）米国は、SBIR制度の持続的遂行を通
じて新しいイノベーション・モデル、即ち「ベンチャー企業のネットワーク統合体による、開かれたアメリカ合
衆国中央研究所」モデルを発見した。（２）日本が、科学もイノベーションも滅びゆく国にならないためには、
科学者によるベンチャー起業を圧倒的に強く支援する他はない。（3）科学の本質を知悉し俯瞰できるイノベー
ションソムリエの育成を可及的速やかに始めねばならない。（4）イノベーションにとって重要なことは、創発
と回遊である。

研究成果の概要（英文）：We proved that the U.S. program of the Small Business Innovation Research 
(SBIR) has given a remarkable effect on transferring scientific knowledge.  The American SBIR 
started in 1982 through the Small Business Innovation Development Act is the subsidization program 
for encouraging scientists to become entrepreneurs.  Japan started its own SBIR program in 1999.    
We compared the SBIR programs between U.S. and Japan from a viewpoint of scientific field in which 
the SBIR winners have specialized.  Through quantitative data analyses, we concluded that Japan’s 
SBIR program cannot function to encourage scientists to be entrepreneurs.  We also compared the 
performance of bio-medical industries in U.S. and Japan in terms of the SBIR, and found that the 
SBIR start-ups have played an essential role on developing a new paradigm of value chain in U.S.  We
 then discuss the importance of “abduction and transilience” in order for scientists to create new
 science-based industries.  

研究分野： イノベーション論

キーワード： イノベーション　SBIR　青色LED　特許　イノベーションシステム　コミュニティ　トランスサイエンス
　福島原発事故
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１．研究開始当初の背景 

1980 年代初頭、日本の電子産業の勃興と

台頭に対抗するために、米国は 1982 年にス

モール・ビジネス・イノベーション開発法 

(Small Business Innovation Development 

Act）を制定し、この法律を根拠として、SBIR

政策が開始された。この政策を契機として米

国のイノベーション型産業の担い手は、大企

業からオープンなベンチャー企業ネットワ

ーク統合体に変容することとなり、米国の

1990 年以後の持続的な発展に多大な寄与が

もたらされた。 

一方日本は、1990 年代後半に米国版 SBIR

プログラムを真似た制度の導入への機運が

高まり、1998 年 12 月に施行された新事業創

出促進法に中小企業技術革新制度（日本版

SBIR）が盛り込まれて、1999 年 2 月から施

行された。ところが、日本版 SBIR は、以下

の点において米国版 SBIR とは似て非なるも

のとなった。第 1 は「政府の研究・開発予算

の一定割合を小企業のために拠出すること

を義務づけていない」という点である。第 2

は「多段階選抜制度ではない」という点であ

る。第 3 は解決すべき具体的課題が与えられ

ないという点である。SBIR 制度を 1999 年

以来一貫して実行してきた日本においてな

ぜこの制度が次世代産業を生み出すような

ベンチャー企業の育成につながらなかった

のか、また日米で同様の制度が施行されてい

ながらなぜ根本的に異なる帰結となったの

か調べることは重要である。 

 

２．研究の目的 

本研究は、「新しい企業を戦略的かつ体系

的な制度を通じて生み出すことによってこ

そ、未来産業を創り出せる」というテーゼを

エビデンス・ベースで証明することを目標と

する。「研究計画・方法」で詳述するように、

日米の SBIR 被採択企業のデータベースを作

り、プログラムディレクター等の目利きの方

針とモティベーションを抽出する。このデー

タベースに基づいて、SBIR 被採択企業の成

功および失敗のプロセスを調べ、プログラム

ディレクターの企図した産業が、本当に誕生

し成長していったのかを調べる。さらに、こ

こで見出した知見を発展的に比較するため

に、同様の調査・研究を、米国同様ベンチャ

ー企業育成と新産業創出に成功した英国と

台湾について行ない、新産業創造に向かう新

たな日本版 SBIR 制度のグランドデザインを

提示する。 

 

３．研究の方法 

第 1 に、日本版 SBIR の Principal 

Investigator および企業のデータベースを作

る。また、米国の SBIR 被採択企業には、人

とアイデアを詳述した緻密なデータベース

が存在するものの、日本の当該データベース

は極めて貧弱である上に、中小企業庁は情報

を公開していない。そこで、米国同様のデー

タベースを作り上げる。同時に、日本版 SBIR

の立案プロセスとプログラムディレクター

の博士号取得状況を調べる。 

第 2に、完成したデータベースに基づいて、

プログラムディレクターの目利きの方針を

抽出するとともに、企図した産業において各

企業が本当に誕生し成長していったのかを

調べる。これを通じて彼らの目利き能力を判

定する。 

第 3 に、ここで見出した知見を発展的に比

較するため、米国のようにベンチャー企業育

成と新産業創出に成功した英国の SBRI 

(Small Business Research Initiative) と台

湾の SBIR について同様の研究を行なう。 

 

４．研究成果 

 （1）日本版 SBIR 被採択企業の Principal 

Investigator および企業のデータベースを構

築するとともに、その最終学歴と専門分野と

を調べ、実際に産業創造に寄与したベンチャ



ー企業について、個別にインタビュー調査を

行なった。また、完成したデータベースに基

づいて、プログラムディレクターの目利きの

方針を抽出するとともに、企図した産業にお

いて各企業が本当に誕生し成長していった

のかを調べた。これを通じて彼らの目利き能

力を判定した。さらに、ここで見出した知見

を発展的に比較するため、英国の SBRI 

(Small Business Research Initiative)につい

てインタビュー調査を行なった。 

 （2）以上の調査に基づいて、量子力学産

業（半導体デバイス産業やナノテク産業な

ど）とバイオ・メディカル産業において新産

業創造のパターンを見出し、さらにはイノベ

ーションの目利きの能力を評価した。さらに

パターンに応じた SBIR の具体的あり方を探

った。また、総合的な評価として、日本での

ベンチャー企業における成功の困難性がど

こにあるのかを、上記のエビデンスに基づい

て明示した。 

 （3）日本の網羅的企業データを用いて

SBIR の直接的な効果について検証した．具

体的には売上と雇用，特許の出願数である．

結果として，SBIR を受けた企業はこれらの

指標において有意な効果は見られなかった．

加えて企業サイズ，複数の助成，技術分類，

地域でのベンチャーキャピタルの投資額，人

口等でコントロールした場合においても，有

意な効果は見られなかった．結論として，こ

こで測った指標は効果を測る上で直接的な

ものであったが，それら指標においては助成

を受けた企業がその効果を発揮していると

はいえなかった． 
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